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また，先行研究 ） ）のアンケートを元に，実践後に本教材がもたらした効果や放射線に関する知識

を問うアンケートを行った。回答者は，教材実践に参加した生徒のうち，中学生 名，高校生 名，

合計 名であり，本教材を実践した直後の 月 日から 月 日にかけて回収した。

図 ，図 は「カードゲームを通して，放射線についての印象の変化はありましたか」「内部被ばく

と外部被ばくの違いを説明できるか」との問いに対する回答の集計結果である。教材の実践をとおし

て，放射線について分かりやすく，楽しく学ぶことができたとの感想が挙げられ，放射線について印

象の変化が見られた。また，先行研究 ） ）との比較により，放射線に関する知識は東日本大震災直後

より増加し，授業や教科書から学習する機会も増えたが，放射線がどうして危険であるのか，原理に

関しての理解がまだ浅いのではないかと考えられる。この他の質問項目とその結果については本発表

で紹介する。

４．おわりに

本教材を使用することで，放射線の利用について具体的なイメージをもつことができたことにより，

分かりやすく効果的に学習することが可能となり，放射線に対する印象の改善が図られることが示さ

れた。また，東日本大震災直後よりも放射線に関する知識の定着や理解が進んでいることや学校内で

の放射線教育が進みつつあることが分かった。一方，福島第一原子力発電所事故についての認識や記

憶が薄れてきていること，また，放射線の危険性や理解が進んできているものの，なぜそれが危険で

あるのか原理についての理解が進んでいないのではないかと考えられた。改めて放射線がなぜ危険で

あるのか，福島第一原子力発電所事故によってもたらされた影響などを学習し，その学習内容が薄れ

ていかないよう継続的な学習機会を設けることが今後も必要である。
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図３ 「内部被ばくと外部被ばくの違いを説明できる

か」回答（中学生 18名，高校生 5名） 
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１．はじめに

年に発生した東日本大震災から 年が経過し，全ての小学生がこれを経験していない世代と

なった。現在でも福島第一原子力発電所事故に関するニュースや発電所の安全確認に関する速報が流

れることが多々ある。小学校理科の学習指導要領の中で放射線に関する内容は含まれていないため，

放射線に関する科学的な内容を学習する前に漠然とした不安や恐怖を感じる小学生が多いのではな

いかと推測される。そこで，著者らは小学生を対象とした放射線理解の導入として用いることのでき

る教材を作成した。小学生を対象としたオープンキャンパスでの使用を検討したいと申し出てくれた

神奈川県の中高生（理科部）の協力を得て，実践を行った。また，中高生の放射線に関する知識や認

識を調査した。これらの結果から，作成した教材がもたらした効果やこれからの放射線教育の課題に

ついて報告する。

２．教材の作成

本教材は，小学 ， 年生を対象とし，日常生活の様々な場面において放射線が利用されている点

に着目し，放射線の利用とその身近さを理解することを目的として作成した。「街の中で困っている

人をヒーローが放射線利用をもとにしたアイテムを使うことで解決する」というコンセプトで，放射

線利用を踏まえてどのような効果がもたらされるのかに着目して作成した。

放射線についての説明や，教材の説明，困っている場面と解決場面などをまとめたスライド 枚

と放射線利用をもとにしたアイテムカード 種 組を使用する。解決場面は，（ ）スーパーにおいて

ジャガイモの芽の成長を止めること（ ）病院において病気を治すこと（がん治療など）（ ）工場に

おいてタイヤの強度を強くすること（ ）空港において荷物検査をすることの 場面を用意した。ア

イテムカードは物質を透過する性質を基にしたスケスケスコープ（青）， の損傷による細胞破壊

を基にしたエックスビーム（赤）， の損傷による細胞分裂の抑制を基にしたピタピタイマー（黄），

原子や分子の励起作用を基にしたムキムキドリンク（緑）を用意した。括弧内に示した青，赤などア

イテムカードのデザインとして配色を工夫することにより，文字情報だけでは認識が難しい児童に配

慮した。各場面でどのアイテムカードを用いれば場面解決することができるか，児童同士での対話を

とおして考える。

３ 教材の実践とアンケートの実施について

本教材を神奈川県の中高生（理科部）を対象に実施した。 年

月 日の 時～ 時に 会議ツール「 」を用いてオンラ

イン（図 ）にて行った。参加人数は，中学 年生 名，中学 年

生 名，中学 年生 名，高校 年生 名，高校 年生 名，合計

名であった。また，ファシリテーターとして本教材の作成に携

わった大学生 名が参加した。 図 1 実践の様子 
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